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　京都市立待賢幼稚園　平成２５年度　後期アンケート結果

　　　　　（４歳児・・１８名　５歳児・・１８名　計３６名　） 

　　　　　　　　　実施日　２月２４日～２月２７日　　　回収３６名　回収率１００％


　　　
	Ⅰ　幼稚園の取組について
	1
	「教育目標；心豊かでたくましく，のびのびと自己を発揮する子どもの育成」や「目指す子ども像；明るく素直に自分を表現する子ども　思いやりがあり豊かな心をもった子ども　　自分の力を発揮しながら遊ぶ子ども」は適切であり，園便りや園長・担任の話などから，幼稚園での生活の様子がわかりやすく伝えられていましたか｡
	A   B   C   D

	
	2
	　子どもを理解し，心と体の成長を考えた，一人一人を大切にした教育活動が進められていましたか？
	A   B   C   D

	
	3
	　子どもが生き生きと園生活ができるように，環境づくりがされていると感じられましたか？
	 A   B   C   D

	
	4
	　子どものよりよい成長につながる，小・中学校や地域との連携ができていましたか？
	 A   B   C   D

	
	5
	　保護者の願いや相談ごとに誠意をもって，丁寧に対応していましたか？
	 A   B   C   D

	
	6
	　栽培活動や調理が，子どもの自然環境への意識や食への意欲を高めていましたか？
	 A   B   C   D

	Ⅱ子どもたちの様子について
	7
	朝食を食べて幼稚園に登園していましたか。
	 A   B   C   D

	
	8
	　喜んで登園し，楽しい幼稚園生活を送っていたと思いますか。
	 A   B   C   D

	
	9
	　幼稚園で見たり，聞いたり体験したことや，興味関心をもったことを，おうちの人に伝えていましたか。
	A   B   C   D 


	
	10
	　自分から進んで挨拶をしていましたか。
	 A   B   C   D

	
	11
	　自分でできることは，最後まで自分でしようとしていましたか。させていましたか。
	A   B   C   D 

	Ⅲ　家庭での様子について
	12
	　家族の一員として，子どもに何か（仕事）させていることはありますか。それはどんなことですか。

（　　　　　　　　　　＊仕事の内容の回答は下に記載　　　　）
	A   B   C   D

	
	13
	　ノーテレビ・ノーゲームデー，絵本読もうデーの取組は定着していましたか。
	A   B   C   D

	
	14
	　降園後，屋外で遊ぶことはありましたか。
	A   B   C   D

	
	15
	　預かり保育は，子どもの安心安全な遊びの場や，保護者の子育て支援になっていましたか。（参加の有無は関係なくお答えください。）
	A   B   C   D

	
	16
	　子どもの話に共感したり，対話したりする機会は多くもてましたか。
	A   B   C   D



＊　感想があればお書きください。


A…よくあてはまる B…あてはまる C…あまりあてはまらない D…全くあてはまらない








設問１２の仕事の内容


　食卓の準備・後片付け　仏壇のお水のあげさげ　魚のえさやり　郵便物を取る　食事づくり　弟妹の面倒をみる　お布団あげ・敷き　幼稚園の準備等　後片付け　洗濯物の片づけ　カーテンの開け閉め　お風呂掃除・湯はり　ゴミ出し　等


玄関掃除





・　1年間楽しくのびのびと過ごせたと思います。大きい声で笑うようになったり，これまでとくらべたら少し大胆になったところが親としてはとてもうれしかったことです。西田先生をはじめ諸先生方がいつもあたたかく見守ってくださるので安心してお任せすることができました。幼稚園でお世話になり始めてから親も子も内向的から外向的になれたように思います。子どもは大きく成長させていただき，親も少しは成長できたかな・・と思います。3年間ありがとうございました。


・　朝のマラソンと金曜日のランチだけが嫌の様です。朝は「マラソン終わってから行きたい」金曜は以前は「休む」でしたが今は「嫌だなー」と言いながら行きます。その他は不満もなく楽しんでいるのが伝わってきます。朝「なんで走らなあかんの？」と聞かれると「決まりだから」としか言えずなんと言えばよいやらです。


・　幼稚園生活が楽しそうにしていたのでよかったです。ありがとうございました。


・　先生方やＰＴＡ役員の方，職員の方に本当に感謝しています。子どもも親も心から楽しく過ごせたくさんの思い出ができました。ありがとうございました。


・　いつも気にかけてくださり毎日楽しく過ごさせてもらっています。来年度もよろしくお願いいたします。


・　いつも気にかけていただいてありがとうございます。


・　先生方が一人一人の園児さんをしっかりとみておられ，それぞれの成長に合わせて対応していただいていることにすごく感謝しております。枠にはめることない先生方のかかわりは，親も勉強することがたくさんありました。入園当初から考えて大きく成長したとひしひし感じます。西田先生や園長先生やほかの先生方に感謝の気持ちでいっぱいです。本当にありがとうございます。


・　充実したカリキュラムを楽しく生活の中に取り入れてくださりありがとうございました。先生方職員の方の一生懸命なお姿に毎日ただただ感謝しております。友達同士のかかわり方について悩むこともありましたが，お友達もでき，時には喧嘩するくらいがんばって皆と遊ぶことができるようになって今は安心しています。安岡先生いつもありがとうございます。園での子どもの様子がよくわかりました。今年一年親である私もたくさんのことを学びました。来年度は親子共々年長になれるよう頑張って通園したいと思います。


・　5月からたくさんお世話になりました。ありがとうございます。年長もよろしくお願いします。


＜考察＞


・　「Ⅰ幼稚園の取組」の設問１～６については，１００％「あてはまる」との回答を得ました。そしてどの設問も前期アンケートよりも「よくあてはまる」の割合が増えている。特に設問４の小中学校や地域との連携ができているかに対しての評価が前期は６割であったのが9割を超える方が「よくあてはまる」と答えられ，2学期以降の活動が評価されたとともに，丁寧に連携の大切さ等を伝えるようにしたことの成果もあがったと考えています。


・　「Ⅱ子どもたちの様子について」のすべての設問が高評価ではありますが，前期とほぼ同じ結果となっています。幼稚園の取組の評価が高いがその取組が子どもの成長の実感につながっていない面もあるのではないか，より子どもの成長を感じられる設問内容や日頃のかかわりを見直していきたいと思います。


・　「Ⅲ家庭での様子について」についてもほぼ前期と同じ回答結果となっています。降園後戸外で遊ぶことも難しい状況も変わらず，預かり保育への支持も高くなっています。ノーテレビノーゲームデーの取組は前期同様家庭でのばらつきが見られましたが，子どもの様子からは意識は高まっていると考えています。設問１２の仕事については，内容記述から本当に意識して仕事を与え，家族の一員として自信がもてるように配慮されていることが伺えました。子どもとの対話についての設問１６で，わずかながら前期よりも「よくあてはまる」の割合が増えていますが，さらなる呼びかけ等が必要かと思われます。


・　「自由記述」について


　　年度末ということで，子どもたちの成長について幼稚園への感謝を述べていただいているものが多く本当にうれしく思っています。また自分自身も楽しく学べたことも書いてくださっている保護者の方も多く，幼稚園の教育に多大な協力をしていただいた保護者の方に，幼稚園も「子育てって楽しいな」と感じられる子育て支援ということが，一定できたのではないかとうれしく思いました。


　　園庭の使い方や行事の実施曜日などのご意見に関しては，また，その時々の活動のねらいを考慮しながら対処していきたいと思います。


　　修了される方々も，今後も幼稚園やその地域での活動の参加を申し出てくださる等，幼稚園のＰＴＡの活動にとどまらない保護者の方々の思いを大変うれしく感じています。


　　前期アンケートの考察に「居心地のよさは一人ではつくっていけません。保護者のみなさんの努力によるものが大きいと思います。これからも居心地の良さを継続していけるような園環境を一緒につくっていきたい」と書かせていただきました。この1年まさしく保護者のみなさんが本当に互いに努力して気持ちよく過ごせる環境を維持して来られたことを本当に実感し，敬意を表します。　　　　　　　　　　　ありがとうございました。





＜感想＞


・　毎日楽しく元気に幼稚園に通わせていただき本当にありがたく思っています。年長になると様々な生活場面で　


　「自分で考え判断し選択していける」ように，子どもたちを誘導していっていただきながら楽しく集団生活を送っていけるようにと思っています。


・　いつもありがとうございます。今のところ一日も休まず登園しており，心身ともに健康にたくましく成長していることを喜んでいます。夏はプール，冬はマラソンの効果が大きいと感じています。昨年の冬はぜんそくで薬を服用しておりましたが，今年は出ていません。ありがとうございます。あと一年またよろしくお願い致します。


・　いつもありがとうございます。おやじの会など父親が参加できる機会が増えたことはよいと思いますが，運動会・発表会・たいけんカーニバルのすべての行事が，平日・土曜なのがとても残念でした。せめて１つぐらい日曜の行事があればと思いましたが，先生も大変だと思いますので無理だと思っています。いつもかわりなく先生が迎えてくださりとても助かりました。


・　幼稚園の3年間というとても大事な時期を待賢幼稚園で過ごすことができ，本当によかったなと思っています。子ども一人一人の思いを大切にし一人一人に眼を向けて指導していただきとても感謝しています。私自身も毎日子どもと共に登園することで，バスの送迎のある幼稚園では得られなかったことをたくさん得ることができました。子どもも私もこの待賢幼稚園での出会いを大切に小学校でもがんばりたいと思います。園長先生，西田先生，教職員の先生方みなさんに感謝の気持ちでいっぱいです。本当にありがとうございました。


・　先生方にはいつもよくしてくださり感謝しています。幼稚園では保護者が他の家庭の子も気にかけている場面をよく見ます。自分の子もよその子も区別なく大人たち全員で子どもたちを育てているように思い，ほのぼのしますし，このようなほっとする場があることをとても幸せに思います。また自分の子のみでなく，ほかの子たちが成長した姿を一緒に喜べたことがよかったです。（自転車に乗れるようになったり，少しずつ友達の輪が広がっていく様子は何ともほほ笑ましくてすてきです。）


・　挨拶を自分からできるようになってきて，工事現場の警備員さんや知らない相手にも挨拶するような姿も増えました。お友達とのやりとりで感じたことや生活発表会の劇での役をする上での感情など，この時こう思ってこうしたかったからどうした等といった感情をよく伝えてくれるようになりました。子どものぐんと成長した姿を見て待賢幼稚園で過ごせて本当に良かったと感じます。本当にありがとうございました。


・　挨拶を大きな声でするようになり，ごめんなさいも素直に言える場面が増えてきました。お友達と楽しそうに遊んだり積極的にチャレンジする姿をうれしく思います。ことり組になってどんな姿を見せてくれるのか楽しみに思っています。いつもありがとうございます。これからもどうぞよろしくお願いします。


・　子どもが自信をもって生き生きしている姿を見て，本当に成長したなあと思います。毎日毎日本当に楽しそうに通園していました。待賢幼稚園の教職員の皆様のおかげだとただただ感謝の気持ちでいっぱいです。いつまでもこんな生活が続けばなあ，なんて思ってしまうほどの3年間でした。ありがとうございました。


・　“やりたいことをみつけて→練習してできるようになる→とてもうれしい”この自信がしっかり身について“自分でやってみる”と言って色んなことができるようになっています。本当にうれしそうな笑顔をいっぱい見せてくれました。どんどん成長する姿に頼もしさすら感じます。ありがとうございました。（公立幼稚園のため，地域のためこれからも何かお手伝いできることがあれば是非お声をかけてください。）


・　あっという間の１年でしたが，親も子も充実した幼稚園生活を送らせていただき，大変感謝しております。毎日預かり保育もしたいと言うほど，とにかく幼稚園で過ごすことが何より好きという気持ちをもち，幼稚園生活を送ってくれたことを本当にうれしく思っています。待賢幼稚園で体験した一つ一つの活動がこれからの小学校生活で役立つことと思います。教職員の皆様には本当にお世話になりありがとうございました。


・　子どもだけでなく，母もとても楽しく通園していました。前の幼稚園では先生に話しかけづらかったのですが，こちらではとりとめのない話でも聞いてくださってうれしかったです。ありがとうございました。


・　ことり組に入ってからの成長ぶりには感動や戸惑いなど，親も勉強させられることがありました。先生に相談したり助言をいただいたり・・そのやりとりで前向きに対処できたこと感謝しています。


・　幼稚園で思い切り遊んでいる，遊べているなあと思います。くたくたになっていることをありますが，体も丈夫になってきていると思います。覚えた歌を楽しそうに歌ってくれます。自分の気持ちをしっかり出せてお友達とかかわっているのもうれしいです。そして先生方にくっついたり抱きついたりしている姿をたびたび目撃！甘えられる所をちゃんと知っているなあと感心。そういう姿の発見など面白いです。


・　毎日笑顔で登園してくれます。地域の方とも接することが多く，たくさんのことを親子で体験し学ばせていただいています。少し気になったのが，グリーンストア前くらいになると植物のプランターなどで園庭がいっぱいになってしまい，その周囲をいつもの様に子どもたちが乗り物や遊んで走っていて少し危ないと思う時がありました。





























